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スマートマニュファクチャリング
報告書:
ライフサイエンス産業版

第 9 回

新興テクノロジを活用して、リスクを削減し、
サプライチェーンを管理し、人材の可能性を
最大限に高めるライフサイエンス業界の事例
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ライフサイエンス分野の
障害と展望

ライフサイエンス分野における人材不足は、インフレや経済成長よ
りもさらに懸念される問題です。外部障害としては、労働力の課題
がトップであり、全産業を対象とした報告書よりも順位が4つ高くなっ
ています。
気候変動とサプライチェーンにおける影響は、ライフサイエンスメーカにとっても最重
要課題です。他の業界では、気候変動は常に下位にランクインしており、集計結果で
は、かろうじて上位10位内に入っています。

最大の内部障害は、組織が獲得したスマートマニュファクチャリング技術を統合し、組織
の変化を管理しながら、品質と成長のバランスを取るのに苦心するなど、組織が大きな
混乱期にあることを示しています。

36% 31%最大の
外部障害

最大の
内部障害労働力(人材) 品質と収益性向上

のバランス

2024年の外部障害

2024年の内部障害

Q. 2024年における組織の成長に対する最大の外部障害は何だと思いますか? 該当するものをすべて
選択してください。 回答数: 1567

Q. 2024年における組織の成長に対する最大の外部障害は何だと思いますか? 該当するものをすべて
選択してください。 回答数: 1567

労働力(人材) 36%
34%

29%
27%
27%
27%

インフラおよび経済成長

気候変動

サプライチェーンの混乱

サイバーセキュリティのリスク

消費者/規制当局の要件

品質と収益性向上のバランス 31%
23%
23%
23%
23%
23%
23%

スマートマニュファクチャリング技術の
統合/接続

平均的な従業員にとってアクセスしやすい/
使いやすいテクノロジを見つけ、採用する

組織変革管理(OCM)

老朽化した/旧式の機器や技術の使用

新規または旧式の技術の確保

技術的な麻痺

https://www.rockwellautomation.com/ja-jp/capabilities/digital-transformation/state-of-smart-manufacturing.html
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この報告書は、世界15か国のライフサイエンスメーカの経営者と
幹部111名の回答をまとめて作成されたものです。

これは、複数の業界の製造業リーダ(1,567名)を対象に調査し
た第9回「スマートマニュファクチャリング報告書」の一部です。 

調査について

技術への投資は他の産業と同様に増加
他の業種と同様、ライフサイエンス業界でも、技術に対する投資
額が運営予算の31%まで増加しています。

当社の全体報告書によると、この分野はクラウドおよびSaaSソリューションへの投資
から大きなメリットを得ています。しかし、サプライチェーンの重要性については、この分
野が最も強く、サプライチェーンププランニング(SCP)が2番目に大きな収益をもたらしてい
ます(業界全体の結果では5位)。

Q. 過去12カ月間で、投資した技術のうち、最も高いROIを達成したのはどれですか?  上位3つを選択してください。

サプライチェーンプランニング(SCP)

クラウド/SaaS

生成AIまたは因果推論AI

エンタープライズ･リソース･プランニング(ERP)

品質管理システム(QMS)

機械学習/人工知能(AI)

高度な分析

5G

ロボット工学

製造実行システム(MES)

31%
22%

20%
20%

19%
18%

17%

15%
15%
15%

回答数: 1562

最大のROI (投資収益率)

31%
技術への投資
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https://www.rockwellautomation.com/ja-jp/capabilities/digital-transformation/state-of-smart-manufacturing.html
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ほとんどの回答者は、業界の最前線で活躍する人々がデータを活用する方法とし
て、プロセスの最適化と販売情報の分析を挙げています。調査対象者は、技術や
コネクテッドデバイスから収集したデータを自社で利用する方法として、これらの方法を
上位に挙げています。しかし、サステナビリティ の追跡に関しては、リーダは回答者
の組織(第14位)よりもはるかに高いレベルでデータを活用していると認識されてい
ます(使用事例第3位)。

自社のデータに関しては、ライフサイエンス分野の回答者は
「収集したデータの半分以下(45%)しか効果的に利用でき
ていない」と考えているようです。

データによるプロセス最適化と販売分析

半分以下

効率的に使用されている
データは

Q.業界のリーダは、現在採用しているテクノロジ、プロセス、コネクテッドデバイスなどから収集したデータをどのように活用していると
思いますか? 該当するものをすべて選択してください。

回答数: 1567

リーダのデータ活用法

37%

35%

35%
45%

33%

33%

33%

プロセス最適化

サプライヤの
業績/関係性の
改善

人工知能(AI)/アプライドAI/
生成AI/機械学習

販売および
運用計画

販売分析

製品品質の
向上/モニタ

サステナビリティ
追跡
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Q.貴社のESG(環境･社会･ガバナンス/サステナビリティ)に関する現在の取り組みに該当するのはどれですか? 
1つ回答を選択してください。

*  これらの業界からの回答者のみ表示

回答数: 917

90%

エネルギー転換/
再生可能エネルギー

89%

自動車&タイヤ、
自動車部品、
サプライチヤ、EV、
およびバッテリ

88%

ハイテクエレクトロ
ニクス/半導体

84%

CPG

83%

製薬

回答者のESGやサステナビリティプログラムにとって何が最も重要かを見てみると、エン
ド･ツー･エンドのサプライチェーンに対する懸念が再び浮かび上がってきます。製品ライ
フサイクル全体を通じて環境に配慮したプロセスへの取り組みがトップに挙げられて
います。。サプライチェーン規格は第4位にランクインしていますが、業界全体の結果
では第6位タイです。

2024年に向けて最も重要なこと

健康と安全

製品ライフサイクルを通じて「環境に配慮した」
プロセスへの取り組み

エネルギー管理

サプライチェーン規格

カーボンオフセット/ カーボンニュートラル

製品品質 /安全

リサイクル

33%
32%

31%
30%

34%

36%

39%

Q.組織のサステナビリティ/ESG方針にとって最も重要なことは何ですか? 該当するものをすべて選択してください。

回答数:1567

ESG分野における改善の余地
ライフサイエンス企業は、正式な環境･社会･ガバナンス(ESG)方針の実施に関し
て、本報告書の他の分野に遅れをとっています。非公式プログラムの割合が最も高
い分野の1つ(14%)であり、将来的に政策を公式化する機会があることを示していま
す。
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メーカは品質向上のためにスマートマニュファクチャリング技術を採用
ライフサイエンスメーカの 96%がスマートマニュファクチャリング技術を使用または評
価しており、そのほとんどが、品質向上、コスト効率向上、成長促進に役立つと考えて
いるということです。

しかし、ライフサイエンス分野では、スマートマニュファクチャリングの導入における主な障
壁はコストだと考えられており、それに続いて、必要なスキル不足や変化への抵抗といっ
た人材関連の問題が挙げられます。

Q. スマートマニュファクチャリング技術から、どのような前向きなビジネス成果を達成したいと考えていますか? 該当するものをすべて選択してください。

品質向上

54%

コスト削減

40%

全体的な財務体質の
改善/収益の拡大

37%

設備総合効率(OEE)
を推進

34%

新しい市場/新製品/
国際的な展開における成長

32%

回答数: 1567

スマートマニュファクチャリングは世界中で企業の業績向上を推進 96%のライフサイエンスメーカが
スマートマニュファクチャリング技術
を使用または評価
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メーカは、接続性の進化を活用するため、ネットワークインフラをアップグレード
し、より多くの産業用コンピュータとコネクテッド･ハードウェア･デバイスに投資し
ています。 ライフサイエンスが他の分野と異なる点は、エッジコンピューティングの採
用で、これは他の業種の報告書では、上位5位に入っていません。

Q. 以下のスマートマニュファクチャリングのハードウェア/ソマートデバイスのうち、企業で採用した
もの、または採用する予定があるものはどれですか?

Q. 以下のスマートマニュファクチャリングのソフトウェアソリューションのうち、企業で採用したもの、
または採用する予定があるものはどれですか?

スマートマニュファクチャリングの導入が最も進んでいる工場現場のプロセス

コネクテッド
デバイス

84%

エネルギー管理

80%

センサおよび
機器

77%

品質管理システム
(QMS)

78%

産業用
コンピュータ

77%

アセットパフォーマンス
管理(APM)

75%

エッジ･コンピューティング･
デバイス

75%

企業資産管理
(EAM)

73%

ネットワーク接続
ハードウェア

84%

生産モニタ

81%

ハードウェア ソフトウェア

回答数: 1567 回答数: 1567

組織は、生産モニタ、エネルギー管理、品質管理にスマートマニュファクチャリング
のソフトウェアを使用しています。ライフサイエンス企業は、当社の業界全体のレ
ポートの回答者とは異なり、アセットパフォーマンス管理(APM)と企業資産管理
(EAM)をスマートマニュファクチャリングのソフトウェアソリューションの上位5位に

ランクしています。

スマートマニュファクチャリングの導入率
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Q.今後12カ月間、次世代の従業員を採用する際、以下の知識やスキルはどの程度重要ですか?

強力なSTEM知識を持つ人材の育成
ライフサイエンス企業の雇用主は、今後12カ月間で採用する従業員の属性として、 
STEMの知識とスキルを第1位に挙げています。分析的思考といういわゆる「ソフト」ス
キルが高く評価される一方で、知識ベースの属性も高く評価されます。スマートテクノ
ロジ、コーディング、ソフトウェア開発に精通した人員の需要が高まっています。

回答者によると、このような能力の高い人員の発掘と予算確保が課題となり、人件費
の高騰と従業員の確保難を、今後12カ月間の人員関連の障害リストのトップに
挙げています。

社内広報/コミュニケーション(チーム全体、組織全体の両方)もライフサイエンスメーカに
とって問題になっており、この問題は他の業種からの回答者よりも8位もランキングが高
くなっています。

コミュニケーション/
チームワーク 83%

81%
81%

80%
80%

多彩な視点

スマートテクノロジの
知識 

分析的思考
コーディングおよび
ソフトウェア開発

回答数: 1567
人件費と従業員の確保が人材における
最大の課題であるとの評価

雇用主が求めるスキル

人材関連の障害

請負業者、コンサルタント、マネ
ージドサービスのプロバイダなど
のサードパーティリソースを統合

人件費の高騰/能力
の高いスタッフ

従業員の確保難

コミュニケーション

チェンジ
マネジメント

29%
31%

32%

32%

31%

約1/3
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ジェネレーティブデザイン& AI 
が技術投資のトップに
ライフサイエンス企業は、今後12カ月の間にジェネレーティブデザインへの投資を
計画しており、生成AIや因果推論AIが次のリストに挙がっています。これらのテクノ
ロジは、将来的な投資先として3番目に人気の高い「コボット(協働ロボット)」と共に、
統合レポートの上位5位にもランクインしています。

45%
生成AI

または因果推論AI
ジェネレーティブ
デザイン

コボット
(協働ロボット)

40%

自動モバイルロボット
および無人搬送車

音声認識/
自然言語処理技術

(NLP)

38%

RPA

36% 35%
RFID/
ジオタグ

35% 34%42%44%

Q.貴社では、以下のどのテクノロジに投資していますか?  回答者の選択項目: 
4つの選択肢から、今後12カ月間の投資計画を立てます。

回答数: 1567

今後12カ月間の投資分野トップ10位

機械学習/
人工知能(AI)

デジタル
スレッド

これらのテクノ
ロジは、将来的な投資先として3番目に人気の高い「コボット(協働ロボット)」と共に、:: ス
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未来への展望
適切なスキルを持つ人材の確保、社内コミュニケーションの問題解決は、将来を見据
えて、本レポートで再び取り上げたテーマです。この分野におけるリーダシップに関連す
る障害の上位5位には、人材管理、人材適性の評価、リーダシップの縦割りによる
非効率なコミュニケーションが挙げられています。

今後、ライフサイエンスメーカは、繁栄と成長を目指し、従業員の維持、スキル向上、
エンゲージメントに役立つ戦略を目標としています。

自動化やスマートマニュファクチャリング技術など、人材がもたらす価値を補完し、強化
する技術によって、前向きなビジネス成果を実現できると考えられます

人材とサプライチェーンについては厳しい課題があるものの、熱心で意欲的な人材が思
慮深くテクノロジを活用することで得られる利益にリーダが注目するには正当な理由が
あります。

Q. 今後5年間で、どのようにビジネス成果を向上させる予定ですか? 該当するものをすべて選択してください。 回答数: 1567

56%

自動化の推進

50%

スマートマニュファ
クチャリング技術
の導入

43%

AI/MLの
利用拡大

42%

リアルタイムデータ
を活用して意思
決定を効率化

41%

クラウドテクノロジ
の導入

ライフサイエンスメーカが将来の成功に向けて計画していることリーダシップに関連する障害の上位5位

ビジネスニーズと技術･人材適性の評価

人材とリソースの効果的な管理

部門ごとにサイロ化されたリーダシップ

リーダシップによる明確な目標/指示の設定

新しい技術の発掘と導入

このデータは、ライフサイエンス分野が今後12カ月間、直面する可能性のあるリーダシップ関連の障害の
上位5位を示しています。

30%
30%

32%

34%

38%

:: ス
マー
トマ
ニ
ュフ
ァク
チ
ャリ
ン
グの
現
状

 ::



第9回スマートマニュファクチャリング報告書 ::  11

expanding human possibilityおよびRockwell Automationは、Rockwell Automation, Inc.の商標です。
Rockwell Automationに属していない商標は、それぞれの企業が所有しています。 
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